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① 想定した劣化傾向と実際の劣化傾向の乖離が考えがたい経年劣化事象であって，想定した
劣化傾向等に基づき適切な保全活動を行っているもの。 
（②に該当する経年劣化事象であるものの，保全活動によりその傾向が維持できているこ
とを確認しているものを含む） 

② 現在までの運転経験や使用条件から得られた材料試験データとの比較等により，今後も経
年劣化の進展が考えられない，又は進展傾向が極めて小さいと考えられる経年劣化事象。 

※1：高経年化対策上着目すべき経年劣化事象（○事象） 
※2：保全活動によりその傾向が維持できていることを確認している経年劣化事象は 

「NO」に進む

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象の分類フロー 

安全機能を有する機器・構造物に想定されるすべての 

経年劣化事象のうち，主要 6事象※1を除く経年劣化事象 

「②」に該当する 

経年劣化事象※2

高経年化対策上着目すべき 

経年劣化事象 

高経年化対策上着目すべき 

経年劣化事象ではない事象 

（△：日常劣化管理事象） 

高経年化対策上着目すべき 

経年劣化事象ではない事象 

（▲：日常劣化管理事象以外）

YES 

YES 

NO 

NO 

「①」に該当する 

経年劣化事象 
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別紙 

別紙 1. 日常劣化管理事象（△）について 

別紙 2. 日常劣化管理事象以外の事象（▲）について 

添付．計算機プログラム（解析コード）の概要について 
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 別紙 2  

日常劣化管理事象以外の事象（▲）について 

日常劣化管理事象以外の事象（▲）のすべての対象機器を事象毎に分類し，すべての機

器についてこれまでの運転経験，使用条件，材料試験データ及び進展傾向が極めて小さい

と判断した理由一覧表に整理したものを以下に示す。 

添付１ 東海第二発電所における日常劣化管理事象以外一覧表 



高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
2
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

6
3
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
系

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
共
通

配
管

関
西
電
力
　
Ｍ
３
小
口
径

配
管
不
具
合

運
転
状
態
：
常
時
運
転
ま
た
は
間

欠
運
転

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
／
低
合
金
鋼

／
炭
素
鋼

-

美
浜
発
電
所
3
号
機
小
口
径
配
管
不
具
合
の
水
平
展
開
フ
ロ
ー
に

基
づ
き
，
表
面
検
査
（
V
T
,P
T
）
及
び
疲
労
評
価
を
計
画
的
に
実
施

し
，
一
連
の
作
業
は
第
2
4
回
定
検
で
完
了
し
た
。

よ
っ
て
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

6
4
配
管

炭
素
鋼
配
管
系

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
原
子
炉
系
（
純
水
部
，
蒸
気
部
）
，
不
活
性
ガ

ス
系
，
残
留
熱
除
去
海
水
系

配
管

関
西
電
力
　
Ｍ
３
小
口
径

配
管
不
具
合

運
転
状
態
：
常
時
運
転
ま
た
は
間

欠
運
転

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
／
低
合
金
鋼

／
炭
素
鋼

-

美
浜
発
電
所
3
号
機
小
口
径
配
管
不
具
合
の
水
平
展
開
フ
ロ
ー
に

基
づ
き
，
表
面
検
査
（
V
T
,P
T
）
及
び
疲
労
評
価
を
計
画
的
に
実
施

し
，
一
連
の
作
業
は
第
2
4
回
定
検
で
完
了
し
た
。

よ
っ
て
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

6
5
配
管

低
合
金
鋼
配
管
系

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
共
通

配
管

関
西
電
力
　
Ｍ
３
小
口
径

配
管
不
具
合

運
転
状
態
：
常
時
運
転
ま
た
は
間

欠
運
転

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
／
低
合
金
鋼

／
炭
素
鋼

-

美
浜
発
電
所
3
号
機
小
口
径
配
管
不
具
合
の
水
平
展
開
フ
ロ
ー
に

基
づ
き
，
表
面
検
査
（
V
T
,P
T
）
及
び
疲
労
評
価
を
計
画
的
に
実
施

し
，
一
連
の
作
業
は
第
2
4
回
定
検
で
完
了
し
た
。

よ
っ
て
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

6
6
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
系

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
原
子
炉
再
循
環
系

温
度
計
ウ
ェ
ル

も
ん
じ
ゅ
　
温
度
計
ウ
ェ
ル

損
傷

運
転
状
態
：
常
時
運
転
ま
た
は
間

欠
運
転

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
／
低
合
金
鋼

／
炭
素
鋼

原
子
力
安
全
・
保
安
院
指
示
文
書
（
平
成

1
7
･1
2
･2
2
原
院
第
6
号
　
平
成
1
7
年
1
2
月

2
7
日
「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技

術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
改
正
に
伴
う
電

気
事
業
法
に
基
づ
く
定
期
事
業
者
検
査
の

実
施
に
つ
い
て
」
N
IS
A
-
1
6
3
a-
0
5
-
3
）
に
従

い
，
日
本
機
械
学
会
「
配
管
内
円
柱
状
構

造
物
の
流
力
振
動
評
価
指
針
 J
S
M
E

S
0
1
2
-
1
9
9
8
」
に
基
づ
き
評
価

日
本
機
械
学
会
「
配
管
内
円
柱
状
構
造
物
の
流
力
振
動
評
価
指
針

J
S
M
E
 S
0
1
2
-
1
9
9
8
」
に
基
づ
き
評
価
し
た
結
果
，
損
傷
の
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
撤
去
又
は
十
分
な
強
度
を
有

す
る
も
の
へ
の
取
替
を
実
施
済
み
で
あ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ

が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

6
7
配
管

炭
素
鋼
配
管
系

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
原
子
炉
冷
却
材
浄

化
系
，
残
留
熱
除
去
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
復
水
系
，
給
水

系
，
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
系
，
タ
ー
ビ
ン
主
蒸

気
系

温
度
計
ウ
ェ
ル
及
び
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ノ
ズ
ル

も
ん
じ
ゅ
　
温
度
計
ウ
ェ
ル

損
傷

運
転
状
態
：
常
時
運
転
ま
た
は
間

欠
運
転

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
／
低
合
金
鋼

／
炭
素
鋼

原
子
力
安
全
・
保
安
院
指
示
文
書
（
平
成

1
7
･1
2
･2
2
原
院
第
6
号
　
平
成
1
7
年
1
2
月

2
7
日
「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技

術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
改
正
に
伴
う
電

気
事
業
法
に
基
づ
く
定
期
事
業
者
検
査
の

実
施
に
つ
い
て
」
N
IS
A
-
1
6
3
a-
0
5
-
3
）
に
従

い
，
日
本
機
械
学
会
「
配
管
内
円
柱
状
構

造
物
の
流
力
振
動
評
価
指
針
 J
S
M
E

S
0
1
2
-
1
9
9
8
」
に
基
づ
き
評
価

日
本
機
械
学
会
「
配
管
内
円
柱
状
構
造
物
の
流
力
振
動
評
価
指
針

J
S
M
E
 S
0
1
2
-
1
9
9
8
」
に
基
づ
き
評
価
し
た
結
果
，
損
傷
の
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
撤
去
又
は
十
分
な
強
度
を
有

す
る
も
の
へ
の
取
替
を
実
施
済
み
で
あ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ

が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

6
8
タ
ー
ビ
ン

制
御
装
置
及
び
保
安
装
置
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
主
タ
ー
ビ
ン
電
気
油
圧
式
制
御
装
置

配
管

プ
ラ
ン
ト
起
動
時
に
し
か
作

動
し
な
い
弁
が
開
状
態
で

流
体
振
動
と
配
管
の
固
有

振
動
数
が
一
致
し
，
高
サ

イ
ク
ル
疲
労
割
れ
に
至
っ

た
事
例
あ
り
。

連
続
運
転

-

設
計
段
階
に
お
い
て
配
管
系
の
固
有
値
解
析
を
行
っ
て
脈
動
と
共

振
し
な
い
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
原
則
，
す
み
肉
溶

接
や
ソ
ケ
ッ
ト
溶
接
を
採
用
し
な
い
こ
と
で
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
を
回
避

す
る
設
計
と
し
て
お
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能

性
は
な
い
。

6
9
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
付
属
設

備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
始
動
空
気
系
配
管
，
潤
滑
油
系
配
管
，
冷
却

水
系
配
管
及
び
燃
料
油
系
配
管

小
口
径
配
管

な
し

間
欠
運
転
（
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
）

-

設
計
段
階
に
お
い
て
配
管
系
の
固
有
値
解
析
を
行
っ
て
脈
動
と
共

振
し
な
い
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
原
則
，
す
み
肉
溶

接
や
ソ
ケ
ッ
ト
溶
接
を
採
用
し
な
い
こ
と
で
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
を
回
避

す
る
設
計
と
し
て
お
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能

性
は
な
い
。

7
0
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
低
圧
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

疲
労
割
れ

共
通

回
転
子
棒
及
び
回
転
子

エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
／
屋
外
　
か
ご
型

屋
内
　
水
中
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
3
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

7
1
タ
ー
ビ
ン

制
御
装
置
及
び
保
安
装
置
疲
労
割
れ

主
タ
ー
ビ
ン
電
気
油
圧
式
制
御
装
置
（
タ
ー
ビ

ン
高
圧
制
御
油
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
2
タ
ー
ビ
ン

非
常
用
系
タ
ー
ビ
ン
設
備
疲
労
割
れ

真
空
ポ
ン
プ
，
復
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
3
空
調
設
備

フ
ァ
ン

疲
労
割
れ

共
通

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
4
空
調
設
備

空
調
機

疲
労
割
れ

共
通

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
5
空
調
設
備

冷
凍
機

疲
労
割
れ

圧
縮
機

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
全
閉
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
6
空
調
設
備

冷
凍
機

疲
労
割
れ

冷
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
開
放
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
7
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
付
属
設

備
疲
労
割
れ

燃
料
油
系
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
8
機
械
設
備

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置

疲
労
割
れ

ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

7
9
機
械
設
備

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置

疲
労
割
れ

電
動
弁
駆
動
部
（
屋
内
，
交
流
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
0
機
械
設
備

燃
料
取
替
機

疲
労
割
れ

モ
ー
タ
（
マ
ス
ト
旋
回
用
）
（
低
圧
，
交
流
，
全

閉
型
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
4
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

8
1
機
械
設
備

燃
料
取
扱
ク
レ
ー
ン

疲
労
割
れ

原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク
レ
ー
ン

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
2
機
械
設
備

燃
料
取
扱
ク
レ
ー
ン

疲
労
割
れ

D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

及
び
速
度
検
出
器
の
回

転
子
棒
及
び
回
転
子
エ

ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
3
機
械
設
備

制
御
用
圧
縮
空
気
系
設
備
疲
労
割
れ

制
御
用
圧
縮
空
気
系
設
備

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
4
電
源
設
備

動
力
用
変
圧
器

疲
労
割
れ

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
外

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
5
電
源
設
備

M
G
セ
ッ
ト

疲
労
割
れ

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内
　
か
ご
型

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
6
弁

電
動
弁
用
駆
動
部

疲
労
割
れ

残
留
熱
除
去
系
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ン
隔
離

弁
（
内
側
）
駆
動
部
，
残
留
熱
除
去
系
注
入
弁

駆
動
部

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
7
機
械
設
備

燃
料
取
替
機

疲
労
割
れ

モ
ー
タ
（
主
ホ
イ
ス
ト
用
，
ブ
リ
ッ
ジ
走
行
用
，
ト

ロ
リ
横
行
用
）
（
低
圧
，
直
流
，
全
閉
型
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

の
回
転
子
棒
及
び
回
転

子
エ
ン
ド
リ
ン
グ

な
し

屋
内

強
度
評
価
結
果

回
転
子
棒
及
び
回
転
子
エ
ン
ド
リ
ン
グ
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
一

体
形
成
さ
れ
，
ス
ロ
ッ
ト
内
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
充
満
し
た
状
態
で
回

転
子
棒
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
，
回
転
子
棒
と
ス
ロ
ッ
ト
の
間
に
隙

間
や
緩
み
は
生
じ
な
い
た
め
，
疲
労
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は

な
い
。

8
8
タ
ー
ビ
ン

低
圧
タ
ー
ビ
ン

応
力
腐
食
割
れ

低
圧
タ
ー
ビ
ン

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管
エ

キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン

ト
，
抽
気
短
管
エ
キ
ス
パ

ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

伸
縮
継
手
不
具
合
事
象
の

分
析
（
著
：
佐
藤
　
正
啓
）

事
例
紹
介

連
続
運
転

-

ベ
ロ
ー
ズ
は
薄
肉
の
た
め
溶
接
に
よ
る
残
留
応
力
は
比
較
的
小
さ

い
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
，
抽
気
短
管
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

は
鋭
敏
化
特
性
に
優
れ
た
低
炭
素
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
，

応
力
腐
食
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

8
9
タ
ー
ビ
ン

非
常
用
系
タ
ー
ビ
ン
設
備
応
力
腐
食
割
れ

油
冷
却
器

伝
熱
管
，
管
板

な
し

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

内
部
流
体
：
潤
滑
油

-

当
該
設
備
は
，
通
常
待
機
状
態
で
あ
り
，
要
求
機
能
維
持
の
観
点

か
ら
定
期
的
な
試
験
を
実
施
す
る
が
，
温
度
は
1
0
0
℃
以
内
で
十
分

管
理
で
き
る
た
め
，
S
C
C
は
発
生
し
な
い
。
（
S
C
C
3
要
素
の
う
ち
，
１

要
素
を
排
除
）
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
5
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

9
0
機
械
設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

応
力
腐
食
割
れ

セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
系
設
備
蒸
発
固
化
体
乾

燥
機

ケ
ー
シ
ン
グ
，
ば
ね
押
さ

え
，
加
熱
ヒ
ー
タ
，
ヒ
ー
タ

プ
レ
ー
ト

な
し

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

内
部
流
体
：
蒸
気
，
空
気

-

本
乾
燥
機
運
転
開
始
後
の
累
計
運
転
時
間
は
6
0
時
間
と
比
較
的

短
く
，
2
0
2
8
年
度
ま
で
処
理
の
予
定
が
な
い
た
め
，
設
備
停
止
時
は

1
0
0
℃
未
満
の
温
度
で
保
管
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
応
力
腐
食
割
れ

が
発
生
す
る
可
能
性
は
小
さ
い
。

な
お
，
本
乾
燥
機
は
運
転
を
再
開
す
る
前
に
点
検
を
行
う
こ
と
で
健

全
性
を
維
持
で
き
る
も
の
と
判
断
す
る
。

9
1
計
測
制
御
設

備
計
測
装
置

粒
界
型
応
力
腐
食
割
れ

R
H
R
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
測
装
置
，
D
/
G
機

関
冷
却
水
入
口
圧
力
計
測
装
置
，
C
V
急
速

閉
検
出
用
圧
力
検
出
装
置
，
R
C
IC
系
統
流
量

計
測
装
置
，
原
子
炉
水
位
計
測
装
置
，
ス
ク
ラ

ム
排
出
容
器
水
位
計
測
装
置
，
格
納
容
器
内

水
素
濃
度
計
測
装
置
，
格
納
容
器
内
酸
素
濃

度
計
測
装
置

計
装
配
管
，
継
手
，
計
装

弁
及
び
過
流
量
阻
止
弁
な
し

材
料
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

内
部
流
体
：
純
水
，
蒸
気
，
空
気

-
内
部
流
体
の
温
度
は
1
0
0
℃
未
満
で
あ
り
，
粒
界
型
応
力
腐
食
割

れ
が
生
じ
る
可
能
性
は
小
さ
い
。

9
2
機
械
設
備

制
御
棒

熱
時
効

ボ
ロ
ン
・
カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

落
下
速
度
リ
ミ
ッ
タ

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

落
下
速
度
リ
ミ
ッ
タ
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼
を
使
用
し
て
い
る
た
め
，

製
造
の
過
程
で
き
裂
の
原
因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
の
発
生
が
想

定
さ
れ
る
部
位
が
な
い
こ
と
か
ら
，
初
期
き
裂
が
発
生
す
る
可
能
性

は
な
い
。

9
3
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ

熱
時
効

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
及
び
ケ
ー
シ

ン
グ
カ
バ
ー

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

ケ
ー
シ
ン
グ
及
び
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
に
使
用
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ

ス
鋳
鋼
は
，
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２

相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使
用
温
度

3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下
が
想
定

さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷
重
で
き

裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
，

ケ
ー
シ
ン
グ
及
び
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年

劣
化
事
象
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な

る
可
能
性
は
な
い
。

9
4
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

熱
時
効

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

羽
根
車
，
水
中
軸
受
，

ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
，

ケ
ー
シ
ン
グ
リ
ン
グ

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

羽
根
車
，
水
中
軸
受
，
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
，
ケ
ー
シ
ン
グ
リ
ン
グ
に

使
用
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
鋼
は
，
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一

部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以

上
（
最
高
使
用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の

靭
性
低
下
が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に

は
小
さ
な
荷
重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
が
，
羽
根
車
，
水
中
軸
受
，
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
，

ケ
ー
シ
ン
グ
リ
ン
グ
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。

9
5
弁

仕
切
弁

熱
時
効

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
出
口
弁

弁
ふ
た
，
弁
体

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

弁
ふ
た
，
弁
体
に
使
用
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
鋼
は
，
オ
ー
ス
テ

ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用

温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使
用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時

効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下
が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が

存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷
重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破

壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
，
弁
ふ
た
，
弁
体
に
は
き
裂
原

因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時

効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。

9
6
弁

玉
形
弁

熱
時
効

原
子
炉
冷
却
浄
化
吸
込
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

弁
箱
，
弁
ふ
た
に
使
用
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
鋼
は
，
オ
ー
ス
テ

ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用

温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使
用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時

効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下
が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が

存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷
重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破

壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
，
弁
箱
，
弁
ふ
た
に
は
き
裂
原

因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時

効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。
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9
7
弁

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
流

量
制
御
弁

熱
時
効

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
流
量
制
御
弁

弁
ふ
た
（上
部
・
下
部
）
，

ボ
ー
ル
シ
ャ
フ
ト
（
弁
体

／
弁
棒
一
体
型
）

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

弁
ふ
た
（上
部
・
下
部
）
，
ボ
ー
ル
シ
ャ
フ
ト
（
弁
体
／
弁
棒
一
体
型
）

に
使
用
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
鋼
は
，
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一

部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以

上
（
最
高
使
用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の

靭
性
低
下
が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に

は
小
さ
な
荷
重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
が
，
弁
ふ
た
（
上
部
・
下
部
）
，
ボ
ー
ル
シ
ャ
フ
ト
（
弁
体

／
弁
棒
一
体
型
）
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。

9
8
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

熱
時
効

燃
料
支
持
金
具

中
央
燃
料
支
持
金
具

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

燃
料
中
央
支
持
金
具
は
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト

層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使

用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下

が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷

重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

が
，
燃
料
中
央
支
持
金
具
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な
る
可
能
性

は
な
い
。

9
9
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

熱
時
効

制
御
棒
案
内
管

ベ
ー
ス

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

制
御
棒
案
内
管
は
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を

含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使
用
温

度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下
が
想

定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷
重
で

き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
，

制
御
棒
案
内
管
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。

1
0
0
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

熱
時
効

炉
心
ス
プ
レ
イ
配
管
・
ス
パ
ー
ジ
ャ

ノ
ズ
ル

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

炉
心
ス
プ
レ
イ
配
管
・
ス
パ
ー
ジ
ャ
は
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一

部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含
む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以

上
（
最
高
使
用
温
度
3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の

靭
性
低
下
が
想
定
さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に

は
小
さ
な
荷
重
で
き
裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
が
，
炉
心
ス
プ
レ
イ
配
管
・
ス
パ
ー
ジ
ャ
に
は
き
裂
原

因
と
な
る
経
年
劣
化
事
象
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時

効
が
問
題
と
な
る
可
能
性
は
な
い
。

1
0
1
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

熱
時
効

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ

イ
ン
レ
ッ
ト
ミ
キ
サ
・
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
・
リ
ス
ト
レ
ー
ナ

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

な
し

材
質
：
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
鋳
鋼

流
体
：
純
水
（
高
温
）

-

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
は
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
相
中
に
一
部
フ
ェ
ラ
イ
ト
層
を
含

む
２
相
組
織
で
あ
り
，
使
用
温
度
は
2
5
0
℃
以
上
（
最
高
使
用
温
度

3
0
2
℃
）
で
あ
る
た
め
，
熱
時
効
に
よ
る
材
料
の
靭
性
低
下
が
想
定

さ
れ
，
こ
の
状
態
で
亀
裂
が
存
在
す
る
場
合
に
は
小
さ
な
荷
重
で
き

裂
が
進
展
し
，
不
安
定
破
壊
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
が
，
炉

心
ス
プ
レ
イ
配
管
・
ス
パ
ー
ジ
ャ
に
は
き
裂
原
因
と
な
る
経
年
劣
化

事
象
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
時
効
が
問
題
と
な
る
可

能
性
は
な
い
。

1
0
2
電
源
設
備

高
圧
閉
鎖
配
電
盤

絶
縁
特
性
低
下

非
常
用
M
/
C

貫
通
型
計
器
用
変
流
器
な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。
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1
0
3
電
源
設
備

低
圧
閉
鎖
配
電
盤

絶
縁
特
性
低
下

非
常
用
P
/
C

貫
通
型
計
器
用
変
流
器

（
気
中
遮
断
器
電
動
ば

ね
，
電
圧
・
電
流
変
成
）
な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

1
0
4
電
源
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

絶
縁
特
性
低
下

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

貫
通
型
計
器
用
変
流
器
な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

1
0
5
電
源
設
備

無
停
電
電
源
装
置

絶
縁
特
性
低
下

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

貫
通
型
計
器
用
変
流
器
な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

1
0
6
電
源
設
備

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

絶
縁
特
性
低
下

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
用
変
流

器
な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

1
0
7
電
源
設
備

M
G
セ
ッ
ト

絶
縁
特
性
低
下

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

リ
ア
ク
ト
ル
及
び
貫
通
型

計
器
用
変
流
器

な
し

屋
内

関
東
電
気
保
安
協
会
　
Ｈ
Ｐ

計
器
用
変
流
器
　
更
新
2
5
年
※

※
電
気
設
備
の
状
況
や
点
検
方
式
に
よ
っ

て
更
新
目
安
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

絶
縁
特
性
の
低
下
の
要
因
と
し
て
は
，
熱
・
電
気
・
環
境
的
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。
計
器
用
変
流
器
等
は
コ
イ
ル
へ
の
通
電
電
流
が
少

な
く
，
ま
た
電
源
盤
は
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
る
た
め
，
劣
化

要
因
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
，
熱
的
，
電
気
的
及
び
環

境
的
要
因
に
よ
る
絶
縁
特
性
低
下
の
可
能
性
は
な
い
。

計
器
用
変
流
器
等
の
経
年
劣
化
や
寿
命
に
関
す
る
文
献
等
は
余
り

な
い
が
，
東
海
発
電
所
（
廃
止
措
置
中
）
の
計
器
用
変
圧
器
の
実
績

な
ど
か
ら
も
，
不
具
合
に
関
す
る
情
報
は
な
い
。

1
0
8
配
管

低
合
金
鋼
配
管
系

ク
リ
ー
プ

気
体
廃
棄
物
処
理
系

配
管

な
し

最
高
使
用
温
度
は
5
3
8
℃
で
あ
る

が
，
運
転
温
度
は
約
2
9
0
℃
。

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
2
5
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
8
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
0
9
容
器

そ
の
他
容
器

ク
リ
ー
プ

排
ガ
ス
再
結
合
器

鏡
板
，
胴
板

な
し

最
高
使
用
温
度
は
5
3
8
℃
で
あ
る

が
，
運
転
温
度
は
約
2
9
0
℃
。

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
2
6
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"

1
1
0
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
イ
ー
ゼ
ル
期
間
本
体

ク
リ
ー
プ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体

過
給
機
ケ
ー
シ
ン
グ
，
過

給
機
ロ
ー
タ
，
過
給
機
ノ

ズ
ル
，
伸
縮
継
手
，
排
気

管

な
し

運
転
温
度
:約
4
4
0
℃
（
夏
期
ピ
ー

ク
）

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体
の
稼
働
時
間
が
短
い
た
め
，
ク
リ
ー
プ
の
発

生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
2
7
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"

1
1
1
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
イ
ー
ゼ
ル
期
間
本
体

ク
リ
ー
プ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体

伸
縮
継
手

な
し

運
転
温
度
:約
4
4
0
℃
（
夏
期
ピ
ー

ク
）

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体
の
稼
働
時
間
が
短
い
た
め
，
ク
リ
ー
プ
の
発

生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
2
7
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"

1
1
2
機
械
設
備

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置

ク
リ
ー
プ

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装
置

①
加
熱
管
，
②
再
結
合

器
，
③
冷
却
器
及
び
④

配
管

な
し

再
結
合
器
出
口
ガ
ス
温
度
（
系
内

ﾋ
ﾟｰ
ｸ
温
度
）

・
常
温
運
転
試
験
時
：
1
0
0
℃
以
下

・
高
温
運
転
時
：
6
4
9
℃
に
制
御

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
2
9
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"

1
1
3
機
械
設
備

補
助
ボ
イ
ラ
設
備

ク
リ
ー
プ

ボ
イ
ラ
本
体

汽
水
胴
，
水
胴
，
火
炉
，

管
及
び
バ
ー
ナ

な
し

運
転
温
度
:3
4
0
℃
以
下
で
管
理

日
本
原
子
力
学
会
標
準

原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
対
策
実
施

基
準
：
2
0
0
8

D
G
，
ボ
イ
ラ
ー
等
で
高
温
で
使
用
さ
れ
る
部
位
に
つ
い
て
想
定
要
。

そ
れ
以
外
の
炭
素
鋼
，
低
合
金
鋼
に
お
い
て
は
3
7
0
℃
以
下
は
想

定
不
要
と
す
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
，
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金
で
は
4
3
0
℃
以

下
を
想
定
不
要
と
し
て
い
る
。

A
S
M
E
 B
o
ile
r 
an
d 
P
re
ss
u
re
 V
e
ss
e
l 
C
o
de
　
S
e
c
ti
o
n
Ⅲ
”
R
u
le
s

ｆｏ
ｒ 
C
o
n
st
ru
c
ti
o
n
 o
f 
N
u
c
le
ar
 P
o
w
e
r 
P
la
n
t 
C
o
m
po
n
e
n
ts
"

1
1
4
機
械
設
備

制
御
棒

照
射
下
ク
リ
ー
プ

ボ
ロ
ン
・
カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

制
御
材
被
覆
管
，
シ
ー

ス
，
タ
イ
ロ
ッ
ド
，
ピ
ン
，
上

部
ハ
ン
ド
ル

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

-

高
照
射
領
域
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
機
器
に
つ

い
て
は
照
射
下
ク
リ
ー
プ
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
が
，
照
射
下
ク

リ
ー
プ
の
影
響
が
問
題
と
な
る
の
は
内
圧
等
に
よ
る
荷
重
制
御
型

の
荷
重
で
あ
る
。

制
御
材
被
覆
管
に
つ
い
て
は
，
制
御
材
の
熱
中
性
子
捕
獲
に
よ
る

1
0
B
（
n
,α
）
7
L
i反
応
に
よ
り
，
H
e
発
生
に
伴
う
内
圧
上
昇
が
，
他
の

部
位
に
つ
い
て
は
自
重
が
荷
重
制
御
型
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
内
圧
及
び
自
重
に
つ
い
て
は
応
力
差
が
許
容
値
に
対
し
十
分
小
さ

く
な
る
よ
う
設
計
的
に
考
慮
さ
れ
て
お
り
，
こ
れ
ら
の
荷
重
の
影
響
は

な
い
た
め
，
照
射
下
ク
リ
ー
プ
の
発
生
は
な
い
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
1
9
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
1
5
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

照
射
下
ク
リ
ー
プ

①
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
，
②
上
部
格
子
板
，
③
炉

心
支
持
板
，
④
燃
料
支
持
金
具
，
⑤
制
御
棒

案
内
管

①
中
間
胴
，
②
グ
リ
ッ
プ

プ
レ
ー
ト
，
③
支
持
板
，

④
中
央
燃
料
支
持
金
具
・

周
辺
燃
料
支
持
金
具
，

⑤
ス
リ
ー
プ

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

-

高
照
射
環
境
下
で
使
用
さ
れ
る
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
，
上
部
格
子
板
，

中
央
支
持
板
，
中
央
・
周
辺
燃
料
支
持
金
具
，
制
御
棒
案
内
管
に

は
照
射
下
ク
リ
ー
プ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
B
W
R
の
高
照
射
領
域
に
あ
る
炉
内
構
造
物
に
お
い
て
は
，

照
射
下
ク
リ
ー
プ
の
影
響
が
問
題
と
な
る
内
圧
等
に
よ
る
荷
重
制

御
型
の
荷
重
は
な
く
，
差
圧
等
に
よ
る
応
力
も
非
常
に
小
さ
い
た

め
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
に
対
し
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

1
1
6
機
械
設
備

制
御
棒

照
射
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ

ボ
ロ
ン
・カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

制
御
材
被
覆
管
，
シ
ー

ス
，
タ
イ
ロ
ッ
ド
，
ピ
ン
，
上

部
ハ
ン
ド
ル

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

北
海
道
大
学
工
学
部
研
究
報
告
　
第
1
1
0

号
（
昭
和
5
7
年
）
　
3
1
6
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
ボ

イ
ド
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
と
偏
析
現
象

・
図
9
　
ボ
イ
ド
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
（
Δ
V
/
V
）
お

よ
び
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
因
子
（
F
，
（
F
×
N
v）
）
の

照
射
温
度
依
存

研
究
報
告
の
結
果
よ
り
，
東
海
第
二
の
運
転
温
度
に
近
い
照
射
温

度
（
6
2
3
K
）
に
相
当
す
る
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
は
保
守
的
に
見
て
約
1
%
と
な

る
。
制
御
棒
等
の
機
能
検
査
に
お
い
て
機
能
喪
失
は
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
，
健
全
性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

1
1
7
炉
内
構
造
物

炉
内
構
造
物

照
射
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ

①
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
，
②
上
部
格
子
板
，
③
炉

心
支
持
板
，
④
燃
料
支
持
金
具
，
⑤
制
御
棒

案
内
管

①
中
間
胴
，
②
グ
リ
ッ
プ

プ
レ
ー
ト
，
③
支
持
板
，

④
中
央
燃
料
支
持
金
具
・

周
辺
燃
料
支
持
金
具
，

⑤
ス
リ
ー
プ

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

北
海
道
大
学
工
学
部
研
究
報
告
　
第
1
1
0

号
（
昭
和
5
7
年
）
　
3
1
6
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
ボ

イ
ド
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
と
偏
析
現
象

・
図
9
　
ボ
イ
ド
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
（
Δ
V
/
V
）
お

よ
び
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
因
子
（
F
，
（
F
×
N
v）
）
の

照
射
温
度
依
存

研
究
報
告
の
結
果
よ
り
，
東
海
第
二
の
運
転
温
度
に
近
い
照
射
温

度
（
6
2
3
K
）
に
相
当
す
る
ス
ウ
ェ
リ
ン
グ
は
保
守
的
に
見
て
約
1
%
と
な

る
。
制
御
棒
等
の
機
能
検
査
に
お
い
て
機
能
喪
失
は
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
，
健
全
性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

1
1
8
機
械
設
備

制
御
棒

中
性
子
吸
収
に
よ
る
制

御
能
力
低
下

ボ
ロ
ン
・カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

制
御
材

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

-

制
御
棒
に
つ
い
て
は
，
軸
方
向
に
4
分
割
し
た
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
い
ず

れ
か
の
平
均
反
応
度
が
新
品
の
9
0
 %
ま
で
減
少
し
た
と
き
の
核
的

寿
命
に
対
し
て
保
守
的
に
定
め
た
運
用
基
準
に
基
づ
き
取
替
を
実

施
し
て
お
り
，
今
後
も
こ
の
運
用
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
，
有
意
な

制
御
能
力
低
下
が
起
こ
ら
な
い
。

1
1
9
機
械
設
備

制
御
棒

中
性
子
照
射
に
よ
る
靭

性
低
下

ボ
ロ
ン
・カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

制
御
材
被
覆
管
，
シ
ー

ス
，
タ
イ
ロ
ッ
ド
，
ピ
ン
，
上

部
ハ
ン
ド
ル

な
し

B
W
R
温
度
環
境
：
約
2
8
0
℃

-
制
御
棒
に
つ
い
て
は
，
核
的
寿
命
に
対
し
て
保
守
的
に
定
め
た
運

用
基
準
に
基
づ
き
取
替
を
実
施
し
て
お
り
，
今
後
も
こ
の
運
用
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
で
，
有
意
な
制
御
能
力
低
下
が
起
こ
ら
な
い
。

1
2
0
容
器

そ
の
他
容
器

へ
た
り

S
L
C
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
1
弁

①
逆
止
弁

②
安
全
弁

③
主
蒸
気
隔
離
弁

④
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

流
量
制
御
弁

⑤
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

⑥
制
御
弁

⑦
電
動
弁
用
駆
動
部

⑧
空
気
作
動
弁
用
駆
動
部

へ
た
り

①
ス
プ
リ
ン
グ
の
あ
る
逆
止
弁
共
通

②
安
全
弁
共
通

③
主
蒸
気
隔
離
弁

④
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
流
量
制
御
弁

⑤
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

⑥
制
御
用
圧
縮
空
気
系
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
N
2
供

給
ラ
イ
ン
圧
力
調
整
弁

⑦
電
動
弁
用
駆
動
部
共
通

⑧
空
気
作
動
弁
用
駆
動
部
共
通

ス
プ
リ
ン
グ
，
逃
し
弁
ス
プ

リ
ン
グ
，
ト
ル
ク
ス
プ
リ
ン

グ
な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
2
タ
ー
ビ
ン

①
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆

動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

②
主
要
弁

③
非
常
用
系
タ
ー
ビ
ン
設

備

へ
た
り

①
高
圧
蒸
気
止
め
弁
，
低
圧
蒸
気
止
め
弁

②
共
通

③
主
タ
ー
ビ
ン
電
気
油
圧
式
制
御
装
置
（
電

油
変
換
器
）

④
①
蒸
気
止
め
弁
，
非
常
調
速
装
置
，
蒸
気

加
減
弁

ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

－ 128－19 －



高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
0
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
2
3
機
械
設
備

制
御
棒
駆
動
機
構

へ
た
り

①
制
御
棒
駆
動
機
構

②
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
（
ス
ク
ラ
ム
弁
）

①
コ
レ
ッ
ト
ス
プ
リ
ン
グ

②
ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
4
機
械
設
備

燃
料
取
替
機

へ
た
り

①
燃
料
つ
か
み
具

②
ブ
レ
ー
キ
（
主
ホ
イ
ス
ト
用
，
ト
ロ
リ
横
行

用
，
ブ
リ
ッ
ジ
走
行
用
，
マ
ス
ト
旋
回
用
)

ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
5
機
械
設
備

燃
料
取
扱
ク
レ
ー
ン

へ
た
り

①
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク
レ
ー
ン

②
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン

ス
プ
リ
ン
グ
（
ブ
レ
ー
キ
巻

上
用
，
走
行
・
横
行
用
）
な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
6
機
械
設
備

①
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

②
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
付
属

設
備

へ
た
り

①
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体

②
始
動
空
気
系
空
気
だ
め
安
全
弁
及
び
潤
滑

油
系
潤
滑
油
調
圧
弁

燃
料
噴
射
弁
ス
プ
リ
ン

グ
，
吸
気
弁
・
排
気
弁
ス

プ
リ
ン
グ
，
シ
リ
ン
ダ
安
全

弁
，
ク
ラ
ン
ク
室
安
全

弁
，
ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
7
機
械
設
備

補
助
ボ
イ
ラ
設
備

へ
た
り

安
全
弁
（
ボ
イ
ラ
本
体
用
）

ス
プ
リ
ン
グ

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
8
機
械
設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

へ
た
り

セ
メ
ン
ト
混
練
固
化
系
設
備
蒸
発
固
化
体
乾

燥
機

引
張
ば
ね

な
し

材
料
：
ば
ね
鋼

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
2
9
電
源
設
備

高
圧
閉
鎖
配
電
盤

へ
た
り

非
常
用
M
/
C

真
空
遮
断
器
引
外
し
ば

ね
，
ワ
イ
プ
ば
ね

な
し

材
料
：
ピ
ア
ノ
線

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。

1
3
0
電
源
設
備

低
圧
閉
鎖
配
電
盤

へ
た
り

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
（
共
通
）
引

外
し
ば
ね
，
気
中
遮
断
器

（
電
動
ば
ね
）
投
入
ば
ね

材
料
：
ピ
ア
ノ
線

機
械
要
素
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
　
ば
ね

機
器
設
計
の
過
程
で
，
産
業
界
で
の
ば
ね
材
料
と
，
使
用
環
境
温

度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
基
に
，
使
用
材
料
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

な
お
，
ス
プ
リ
ン
グ
使
用
時
の
ね
じ
り
応
力
が
許
容
ね
じ
り
応
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
，
ス
プ
リ
ン
グ
の
材
料

に
対
す
る
推
奨
使
用
最
高
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度
は
低
い

こ
と
か
ら
，
へ
た
り
の
進
行
の
可
能
性
は
な
い
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
1
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
3
1
熱
交
換
器

U
字
管
式
熱
交
換
器

異
物
付
着

排
ガ
ス
予
熱
器

伝
熱
管

な
し

伝
熱
管
，
管
支
持
板
：
ス
テ
ン
レ
ス

鋼 内
部
流
体

伝
熱
管
外
面
：
蒸
気

-

排
ガ
ス
予
熱
器
（
２
基
）
に
つ
い
て
は
，
運
転
経
験
と
し
て
異
物
付
着

に
よ
る
性
能
低
下
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

S
C
C
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
約
3
0
年
経
過
時
点
で
，
主
要
材
料
を

変
更
し
，
一
式
リ
プ
レ
ー
ス
し
て
い
る
。

併
せ
て
，
開
放
点
検
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
管
側
フ
ラ
ン
ジ
構
造
を

漏
止
め
溶
接
を
伴
う
３
枚
締
め
構
造
か
ら
，
平
板
構
造
に
変
更
済
で

あ
り
，
リ
プ
レ
ー
ス
後
の
起
動
前
に
開
放
点
検
を
計
画
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

［
2
.1
　
U
字
管
式
熱
交
換
器
エ
ビ
デ
ン
ス
フ
ァ
イ
ル
　
6
.7
　
点
検
記

1
3
2
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
系

異
物
付
着

原
子
炉
保
護
系

オ
リ
フ
ィ
ス

な
し

内
部
流
体

・
原
子
炉
系
（
蒸
気
）

-

オ
リ
フ
ィ
ス
に
異
物
が
付
着
し
た
場
合
，
配
管
に
接
続
さ
れ
る
計
器

の
指
示
が
顕
著
に
変
動
す
る
。
内
部
流
体
は
，
原
子
炉
系
（
蒸
気
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
異
物
付
着
は
考
え
に
く
く
，
更
に
運
転
経
験
と
し

て
異
物
付
着
に
よ
る
性
能
低
下
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

1
3
3
配
管

炭
素
鋼
配
管
系

異
物
付
着

原
子
炉
系
（
蒸
気
部
）
，
残
留
熱
除
去
海
水
系
オ
リ
フ
ィ
ス
，
フ
ロ
ー
ノ
ズ

ル

異
物
付
着
で
は
な
い
が
，

配
管
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
は
く
離

し
，
オ
リ
フ
ィ
ス
ま
で
到
達
し

た
が
，
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
オ
リ

フ
ィ
ス
穴
を
通
過
す
る
際
オ

リ
フ
ィ
ス
を
変
形
さ
せ
な
が

ら
通
り
抜
け
た
。

内
部
流
体

・
原
子
炉
系
（
蒸
気
）
，

・
残
留
熱
除
去
海
水
系
（
海
水
）

-
面
積
オ
リ
フ
ィ
ス
は
，
穴
径
が
大
き
く
異
物
が
付
着
し
堆
積
す
る
構

造
で
な
い
。

1
3
4
空
調
設
備

空
調
機

異
物
付
着

中
央
制
御
室
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ァ

ン
冷
却
コ
イ
ル

な
し

材
料
：
銅

内
部
流
体
：
純
水

-

異
物
付
着
は
，
海
水
環
境
等
水
質
管
理
さ
れ
て
い
な
い
環
境
で
異

物
付
着
が
性
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
部
位
に
つ
い
て
想
定
す
る
事
象

で
り
，
水
質
管
理
さ
れ
た
純
水
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
進
展
傾

向
は
な
い
。

1
3
5
計
測
制
御
設

備
計
測
装
置

機
械
的
損
傷

S
R
N
M

S
R
N
M
検
出
器
構
造
材

な
し

屋
内
（
P
C
V
内
）

-
構
造
材
の
設
計
寿
命
で
あ
る
20
年
間
の
供
用
期
間
を
終
え
る
前
に

取
り
換
え
を
前
提
と
し
て
い
る
。

1
3
6
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

強
度
低
下

凍
結
融
解

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
し

屋
外

日
本
建
築
学
会
「
建
築
工
事
標
準
仕
様

書
・
同
解
説
 J
A
S
S
5
 鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

事
」
（
2
0
1
5
）
に
示
さ
れ
て
い
る
解
説
図
2
6
.1

（
凍
害
危
険
度
の
分
布
図
）

東
海
第
二
の
周
辺
地
域
は
凍
結
融
解
の
危
険
性
が
な
い
地
域
に

該
当
し
て
い
る
。

1
3
7
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

強
度
低
下

風
等
に
よ
る
疲
労

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造
物

鉄
骨

な
し

屋
外

-

鉄
骨
構
造
物
の
対
象
と
し
て
，
風
等
に
よ
る
繰
返
し
荷
重
を
受
け
る

構
造
部
材
は
な
い
。
な
お
，
風
等
に
よ
る
繰
返
し
荷
重
を
受
け
る
排

気
筒
は
機
械
設
備
の
評
価
書
で
評
価
し
た
風
等
に
よ
る
繰
り
返
し

荷
重
に
よ
り
疲
労
倒
壊
に
至
る
可
能
性
は
な
い
。

1
3
8
電
源
設
備

直
流
電
源
設
備

固
着

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

制
御
弁
付
防
爆
栓

［
参
考
］

H
2
1
～
2
3
年
度
で
バ
ッ
テ

リ
ー
の
更
新
を
実
施
済
み
屋
内

メ
ー
カ
ー
(メ
ー
ル
)回
答
「
加
速
劣
化
試
験

に
つ
い
て
」
よ
り
抜
粋
。

蓄
電
池
の
期
待
寿
命
：
1
3
～
1
5
年
。
当
該

弁
の
高
温
加
速
寿
命
試
験
に
て
1
5
年
相

当
経
過
後
に
弁
作
動
試
験
を
実
施
し
，
弁

の
作
動
圧
力
が
規
格
値
を
満
足
す
る
こ
と

を
確
認

制
御
弁
付
防
爆
栓
は
加
速
劣
化
試
験
に
よ
り
十
分
な
寿
命
を
有
し

て
い
る
。

1
3
9
ケ
ー
ブ
ル

高
圧
ケ
ー
ブ
ル

硬
化

高
圧
難
燃
C
V
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ス

な
し

屋
内
／
屋
外

-
シ
ー
ス
は
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
時
に
生
ず
る
外
力
的
作
用
す
る
力
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
に
要
求

さ
れ
る
絶
縁
機
能
に
対
す
る
シ
ー
ス
の
役
割
は
な
い
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
2
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
4
0
ケ
ー
ブ
ル

低
圧
ケ
ー
ブ
ル

硬
化

C
V
ケ
ー
ブ
ル
，
難
燃
C
V
ケ
ー
ブ
ル
，
難
燃
P
N

ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ス

な
し

屋
内
／
屋
外

-
シ
ー
ス
は
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
時
に
生
ず
る
外
力
的
作
用
す
る
力
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
に
要
求

さ
れ
る
絶
縁
機
能
に
対
す
る
シ
ー
ス
の
役
割
は
な
い
。

1
4
1
ケ
ー
ブ
ル

同
軸
ケ
ー
ブ
ル

硬
化

［
共
通
］

シ
ー
ス

な
し

屋
内
／
屋
外

-
シ
ー
ス
は
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
時
に
生
ず
る
外
力
的
作
用
す
る
力
か
ら

ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ケ
ー
ブ
ル
に
要
求

さ
れ
る
絶
縁
機
能
に
対
す
る
シ
ー
ス
の
役
割
は
な
い
。

1
4
2
熱
交
換
器

U
字
管
式
熱
交
換
器

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
3
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
系

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

共
通

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
4
配
管

炭
素
鋼
配
管
系

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

原
子
炉
系
（
純
水
部
，
蒸
気
部
）
，
不
活
性
ガ

ス
系
，
残
留
熱
除
去
海
水
系

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
5
配
管

低
合
金
鋼
配
管
系

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

共
通

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
3
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
4
6
ケ
ー
ブ
ル

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
，
電
線
管
樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

共
通

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
7
計
測
制
御
設

備
計
測
装
置

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

D
/
G
機
関
冷
却
水
入
口
圧
力
計
測
装
置
，
C
V

急
速
閉
検
出
用
圧
力
計
測
装
置
，
主
蒸
気
管

ト
ン
ネ
ル
温
度
計
測
装
置
，
ス
ク
ラ
ム
排
出
容

器
水
位
計
測
装
置
，
潮
位
計
測
装
置
，
原
子

炉
建
屋
換
気
系
放
射
線
計
測
装
置
，
格
納
容

器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置
，
原
子
炉
建
屋
水

素
濃
度
計
測
装
置
，
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度

計
測
装
置

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
8
空
調
設
備

空
調
機

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
空
調
機

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
4
9
空
調
設
備

冷
凍
機

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

中
央
制
御
室
チ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
0
空
調
設
備

ダ
ク
ト

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

中
央
制
御
室
換
気
系
ダ
ク
ト
（
角
ダ
ク
ト
）

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
4
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
5
1
機
械
設
備

制
御
用
圧
縮
空
気
系
設
備
樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
，
配
管
サ
ポ
ー
ト

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
2
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号
機
）
）

（
吸
気
管
及
び
排
気
管
）

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
3
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
付
属
設

備

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

始
動
空
気
系
配
管
，
潤
滑
油
系
配
管
，
冷
却

水
系
配
管
及
び
燃
料
油
系
配
管

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
4
機
械
設
備

補
助
ボ
イ
ラ
設
備

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

補
助
ボ
イ
ラ
設
備

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
5
機
械
設
備

廃
棄
物
処
理
設
備

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系
設
備
，
機

器
ド
レ
ン
系
設
備
，
減
容
固
化
系
設
備
，
雑
固

体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶
融
炉
設
備
，
雑

固
体
焼
却
系
設
備

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

－ 128－24 －



高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
5
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
5
6
機
械
設
備

水
素
再
結
合
器

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
（
新
設
設
備
）

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
7
電
源
設
備

M
G
セ
ッ
ト

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
8
電
源
設
備

直
流
電
源
設
備

樹
脂
（
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
）
の
劣
化

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
5
9
熱
交
換
器

U
字
管
式
熱
交
換
器

付
着
力
低
下

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱
交
換
器
，

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交
換
器

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。

1
6
0
機
械
設
備

基
礎
ボ
ル
ト

付
着
力
低
下

機
器
付
基
礎
ボ
ル
ト
，
後
打
ち
メ
カ
ニ
カ
ル
ア

ン
カ
，
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ

基
礎
ボ
ル
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

日
本
デ
コ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
「
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
ー
技
術
デ
ー
タ
ー
集
」

①
耐
放
射
線
試
験
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.2
4
）
＜
抜
粋
＞

②
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
耐
熱
温
度
（
温
度

と
引
張
強
度
）
に
つ
い
て
（
T
E
C
H
N
IC
A
L

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N
　
N
O
.7
）
＜
抜
粋
＞

先
端
を
曲
げ
加
工
し
て
い
る
機
器
付
基
礎
ボ
ル
ト
の
耐
力
は
，
主
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
付
着
力
で
担
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
付
着
力
低
下
の

発
生
が
想
定
さ
れ
る
が
，
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
鉄
骨
構
造
物
の
技

術
評
価
書
」
に
て
健
全
性
評
価
を
実
施
し
て
お
り
，
付
着
力
低
下
に

つ
な
が
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
可
能
性
は
小
さ

い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
着
力
が
低
下
す
る
可
能
性
は

な
い
。

後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
の
樹
脂
の
劣
化
に
つ
い
て
は
，
使
用
環
境

に
よ
る
樹
脂
（
接
着
力
）
低
下
が
想
定
さ
れ
る
が
，
樹
脂
部
は
ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ内
に
埋
設
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
温
度
・
紫
外
線
の
影

響
は
受
け
に
く
い
。

ま
た
，
耐
熱
性
お
よ
び
耐
放
射
線
に
よ
る
付
着
力
影
響
性
試
験
の

結
果
を
左
記
の
資
料
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

※
長
期
保
守
管
理
方
針
（
N
o
.1
8
）
に
基
づ
き
，
約
3
9
年
間
経
過
し
た

設
備
（
撤
去
済
み
）
の
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
の
目
視
点
検
及

び
引
抜
試
験
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
し
て
い
る
。
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高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
6
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
6
1
機
械
設
備

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容

器
性
能
低
下

共
通

中
性
子
遮
へ
い
体

な
し

内
部
流
体
：
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

最
高
使
用
圧
ガ
ス
：
1
.0
　
M
P
a

最
高
使
用
温
度
：

1
～
1
5
,2
3
,2
4
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
1
0
℃

1
6
,1
7
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
７
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
6
0
℃

1
8
～
2
1
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
3
0
℃

「
平
成
1
5
年
度
　
金
属
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
技
術

確
証
試
験
報
告
書
　
最
終
報
告
」
（
平
成
1
6

年
6
月
　
独
立
行
政
法
人
　
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
）

レ
ジ
ン
の
外
気
と
の
接
触
に
よ
る
酸
化
反
応
に
つ
い
て
は
，
外
筒
と

中
間
胴
の
間
（
1
～
1
5
号
機
）
又
は
，
外
筒
と
胴
の
間
（
1
6
，
1
7
号

機
）
に
充
填
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
，
外
気
と
接
触
し
な
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
い
る
こ
と
か
ら
，
酸
化
反
応
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生

す
る
可
能
性
は
な
い
。

レ
ジ
ン
の
高
温
下
で
の
熱
分
解
反
応
に
つ
い
て
は
，
レ
ジ
ン
の
使
用

温
度
は
，
容
器
表
面
温
度
に
て
監
視
さ
れ
警
報
値
内
で
十
分
低
く

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
高
温
下
で
の
熱
分
解
反
応
に
よ
る
性
能

低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

放
射
線
分
解
に
よ
る
性
能
低
下
に
つ
い
て
は
，
設
計
評
価
期
間
内

に
受
け
る
中
性
子
照
射
量
は
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
レ
ジ

ン
の
放
射
線
分
解
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。
中
性
子
吸
収
材
の
減
損
に
つ
い
て
は
，
材
料
試
験
デ
ー
タ
か
ら
，
レ

ジ
ン
に
対
す
る
設
計
吸
収
線
量
に
対
し
て
中
性
子
吸
収
材
の
減
損

が
無
視
で
き
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
中

性
子
吸
収
材
の
減
損
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。

1
6
2
機
械
設
備

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容

器
性
能
低
下

共
通

バ
ス
ケ
ッ
ト

な
し

内
部
流
体
：
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

最
高
使
用
圧
ガ
ス
：
1
.0
　
M
P
a

最
高
使
用
温
度
：

1
～
1
5
,2
3
,2
4
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
1
0
℃

1
6
,1
7
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器
　
1
７

0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
6
0
℃

1
8
～
2
1
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
3
0
℃

「
平
成
1
5
年
度
　
金
属
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
技
術

確
証
試
験
報
告
書
　
最
終
報
告
」
（
平
成
1
6

年
6
月
　
独
立
行
政
法
人
　
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
）

高
温
下
で
の
ク
リ
ー
プ
等
に
よ
る
形
状
，
強
度
変
化
に
つ
い
て
は
，

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
対
す
る
設
計
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度

は
低
く
，
設
計
温
度
を
超
え
る
よ
う
な
温
度
変
化
も
な
い
こ
と
か
ら
，

高
温
下
で
の
形
状
，
強
度
変
化
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可

能
性
は
な
い
。

中
性
子
照
射
脆
化
に
つ
い
て
は
，
中
性
子
照
射
量
は
設
計
値
以
下

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
中
性
子
照
射
脆
化
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す

る
可
能
性
は
な
い
。

中
性
子
吸
収
材
の
減
損
に
つ
い
て
は
，
材
料
試
験
デ
ー
タ
か
ら
，
レ

ジ
ン
に
対
す
る
設
計
吸
収
線
量
に
対
し
て
中
性
子
吸
収
材
の
減
損

が
無
視
で
き
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
中

性
子
吸
収
材
の
減
損
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。
腐
食
に
つ
い
て
は
，
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
雰
囲
気
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
，
腐
食
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。

1
6
3
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

耐
火
能
力
低
下

火
災
時
等
の
熱

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

-
こ
れ
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
断
面
欠
損
す
る
運
転
経
験
が

な
い
た
め
，
通
常
の
使
用
環
境
に
お
い
て
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
断
面
厚
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
く
，
耐
火
能
力
は
維
持
さ
れ
る
。

1
6
4
容
器

電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

導
通
不
良

核
計
装
用
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

電
線
及
び
接
続
部
（
コ
ネ

ク
タ
）

な
し

屋
内
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
貫
通
部
）

-

電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
部
構
造
は
，
動
的
（
熱
膨
張
・
収
縮
）

部
位
も
な
い
。

ま
た
，
電
線
単
体
に
は
外
部
か
ら
の
大
き
な
荷
重
は
作
用
し
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
，
導
通
不
良
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。
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